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Abstract 

Specimen of twelve species of Astrabe, Clariger, Inu and Luciogobius (Gobiidae), including Astrabe 

lactisella Jordan and Snyder, 1901, Clariger papillosus Ebina, 1935, Clariger sp. sensu Akihito et al. (2013), 

Inu koma Snyder, 1909, Inu sp. 1 sensu Shibukawa et al. (2020), L. martellii Di Caporiacco, 1948, L. grandis 

Arai, 1970, Luciogobius sp. 5 sensu Shibukawa et al. (2019), Luciogobius sp. 6 sensu Shibukawa et al. (2019), 

L. platycephalus Shiogaki and Dotsu, 1976, L. parvulus (Snyder, 1909) and L. elongatus Regan, 1905 were 

collected from Fukushima and Ibaraki prefectures, Joban Region, eastern Japan. The present specimens of 

Luciogobius sp. 5 and sp. 6 represent the first record from the region. Comparing differences in each species' 

habitats suggests that bottom material, including grain size and presence of bedrock, elevation and dryness 

influence species segregation. 

 
Key words: cryptobenthic; coastal environment; microhabitat; segregation 

 

緒言 

ハゼ科Gobiidaeミミズハゼ属 Luciogobius Gill, 

1859およびその姉妹群（シロクラハゼ属Astrabe 

Jordan and Snyder, 1901、セジロハゼ属 Clariger 

Jordan and Snyder, 1901、コマハゼ属 Inu Snyder, 

1909）は「ミミズハゼ属群」と総称され（渋川

ら 2020）、この一群の単系統性は形態学的検討

と分子系統解析によって支持されている

（Yamada et al. 2009; 渋川ら 2019, 2020）。本属

群は東アジアとその周辺の地域に固有とされ

（渋川ら 2020）、そのうちの多くの種が日本国

内に分布し、国内からはこれまでに多数の未記

載種を含む 50 種程度が報告されている（Maeda 

et al. 2008, 2025; 明仁ら 2013; 渋川 2014; 渋川

ら 2019, 2020; Ikeda et al. 2019; Koreeda and 

Motomura 2022; Koreeda et al. 2023）。また、本
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属群は多くの種が海岸の潮間帯や潮下帯の浅

所に生息し、このような環境に堆積した転石の

下や礫の間隙に生息する種が特に多様である

ことが知られている（明仁ら 2013; 渋川ら 2019, 

2020）。加えて、本属群を対象とした日本列島

各地の海岸における広域的な採集調査の結果

や分布記録からは、地域ごとに分布する種の構

成が異なる可能性が示唆されている（例えば、

岡本・遠藤 2007: fig. 2; Yamada et al. 2009: fig. 3; 

Koreeda et al. 2023: fig. 6）。よって、日本列島沿

岸における本属群の種組成や生息環境を地域

ごとに明らかにすることは、本属群が多様化し

た過程を考察する上での重要な基礎的知見と

なる。 

常磐地域（宮城県南部から茨城県にかけて）

沿岸における本属群の種多様性はこれまで茨

城県を中心に解明されており、同県からはシロ

クラハゼ A. lactisella Jordan and Snyder, 1901、ヒ

ゲセジロハゼ C. papillosus Ebina, 1935、シロヒ

ゲセジロハゼ Clariger sp. sensu Akihito et al. 

(2013)、コマハゼ I. koma Snyder, 1909、クロコマ

ハゼ Inu sp. 1 sensu Shibukawa et al. (2020)、ミミ

ズハゼ L. guttatus Gill, 1859、イソミミズハゼ L. 

martellii Di Caporiacco, 1948、オオミミズハゼ L. 

grandis Arai, 1970 、 ヤ リ ミ ミ ズ ハ ゼ L. 

platycephalus Shiogaki and Dotsu, 1976、ナンセン

ハゼ L. parvulus (Snyder, 1909)、ナガミミズハゼ

L. elongatus Regan, 1905 の 11 種が標本または写

真に基づき記録されている（稲葉 2004, 2016; 外

山ら 2025）。一方で、同県からは文献によって

バ ケ ミ ミ ズ ハ ゼ Luciogobius sp. 5 sensu 

Shibukawa et al. (2019)が記録されている（明仁

ら 2013）が、この記録は出典が示されていなか

った。また、茨城県を除いた常磐地域における

本属群の種多様性を扱った研究の例は乏しく、

Tomiyama（1936）による“Konahama, Hukusima-

ken”（現在の福島県いわき市小名浜周辺と思わ

れる）からのシロクラハゼおよびコマハゼの標

本に基づく記録が知られるに留まる。しかし、

これら 2種の記録の根拠となった標本に対し同

定を再検討する必要性が指摘されており

（Akihito and Meguro 1988; 渋川ら 2020）、また

2 種の同県からの記録は Tomiyama（1936）以降

では長期にわたって途絶えているなど、その妥

当性および再現性を検討する必要があった。加

えて、一部の文献（塩垣・道津 1971; 明仁ら 2013）

は、ナンセンハゼの分布域に福島県を含めたが、

この記録は出典が示されていなかった。 

著者らが茨城県ひたちなか市および福島県

いわき市の海岸で行ったミミズハゼ属群の採

集調査および東京大学総合研究博物館動物部

門所蔵の魚類標本（ZUMT）の調査の結果、常

磐地域にはシロクラハゼ、ヒゲセジロハゼ、シ

ロヒゲセジロハゼ、コマハゼ、クロコマハゼ、

イソミミズハゼ、オオミミズハゼ、バケミミズ

ハゼ、カマヒレミミズハゼ Luciogobius sp. 6 

sensu Shibukawa et al. (2019)、ヤリミミズハゼ、

ナンセンハゼ、ナガミミズハゼの 12 種のミミ

ズハゼ属群が分布することが確かめられた。よ

って、各種の同定の根拠や生息環境の情報とと

もにここに報告を行う。併せて、各種の生息状

況をもとに、同地域の本属群の種多様性に影響

を与えた環境要因に関する考察を行った。 

 

材料および方法 

採集調査は2023年2月から2026年1月にかけ

て、茨城県ひたちなか市磯崎町の海岸（以下で

は茨城県ひたちなか市磯崎海岸または磯崎海

岸と表記：36°23′02.0′′N, 140°37′28.4′′E）、福島

県いわき市小名浜下神白の海岸（以下では福島

県いわき市三崎公園または三崎公園と表記：

36°56′06.6′′N, 140°55′25.5′′E から 36°56′07.4′′N, 

140°55′03.1′′Eにかけて）、福島県いわき市久之

浜町田之網の海岸（以下では福島県いわき市波

立海岸または波立海岸と表記：37°07′08.6′′N, 

140°59′57.3′′Eから37°06′55.0′′N, 140°59′54.8′′Eに

かけて）にて1–4名で干潮時に行った。採集した

標本は10 %ホルマリン溶液で固定した後、高濃

度のエタノール水溶液中に保存した。標本の観

察は固定後に行い、計数および計測は主として

渋川ら（2019, 2020）にしたがった。標準体長

（standard length）はSLと表記した。計測はノギ
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Table 1. Counts of twelve species of Astrabe, Clariger, Inu and Luciogobius were collected in this study. 

The abbreviations are as follows: D: Dorsal-fin rays, A: Anal-fin rays, P1: Pectoral fin rays, V: Vertebrae. 

*Total number of spinous and segmented rays counted. 

スを用いて0.1 mmの精度で行った。ミミズハゼ

属群に含まれる各属は、明仁ら（2013）にした

がいハゼ科として扱った。種の同定は、ミミズ

ハゼ属では渋川ら（2019）およびKoreeda et al.

（2023）、シロクラハゼ属ではAkihito and 

Meguro（1988）および明仁ら（2013）、セジロ

ハゼ属では明仁ら（2013）、コマハゼ属では渋

川ら（2020）にしたがい、既知の標徴と一致し

ない形質については各種の備考の項に示した。

ミミズハゼ属の掲載順は、渋川ら（2019）の定

義した種群の順にしたがった。Yamada et al.

（2009）がLuciogobius sp.として報告した未記載

種は、山下・菅（2021）にしたがい、カマヒレ

ミミズハゼとして扱った。海藻類の同定は千原

（2002）にしたがった。地形学に関する用語の

定義は日本地形学連合（2017）にしたがった。

特に、固結した物質からなる海岸（岩石海岸）

において干出した岩石を岩礁、岩石海岸以外の

海岸（砂浜海岸）において礫が堆積したものを

礫浜と定義した。また、海岸線に沿った陸域お

よび海域を沿岸と定義した。また、潮間帯のう

ち、高潮時の汀線付近を潮間帯上部、低潮時の

汀線付近を潮間帯下部、両者の中央部付近を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

潮間帯中部と定義した。加えて、堆積物の粒径

は、各採集地点の環境を撮影し、人工物や魚体

の大きさと比較することで概算した。本研究に

用いた標本は神奈川県立生命の星・地球博物館

魚類標本コレクション（KPM-NI）または東京大

学総合研究博物館動物部門魚類標本コレクシ

ョン（ZUMT）に保管されている。なお、神奈

川県立生命の星・地球博物館の資料番号は、電

子台帳上はゼロが付加された7桁の数字が使わ

れているが、ここでは本質的な有効数字で表記

した。 

 

結果 

常磐地域の沿岸からは、以下のミミズハゼ属

群魚類 12 種の分布が確認された。各種の同定

に用いた計数値は Table 1、計測値は Table 2 の

通りである。 

 

シロクラハゼ属 Astrabe Jordan and Snyder, 

1901 

シロクラハゼ 

Astrabe lactisella Jordan and Snyder, 1901 

（Fig. 1A） 
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Table 2. Measurements of seven species of Luciogobius were collected in this study. The abbreviations are as follows: 

SL: standard length, AAA: distance between anus and anal-fin origin, PD2L: pre-second dorsal-fin length, P2A: 

distance between posterior end of pelvic fin and anterior margin of anus, D2C: horizontal distance between posterior 

ends of second dorsal-fin base and caudal-peduncle. 

 
Fig. 1. Fresh specimen images of species of Astrabe, Clariger, Inu and Luciogobius from the coast of Joban Region, 

eastern Japan. A, Astrabe lactisella, KPM-NI 88112, 38.3 mm SL; B, Clariger papillosus, KPM-NI 88113, 28.9 

mm SL; C, Clariger sp., KPM-NI 88114, 30.7 mm SL; D, Inu koma, KPM-NI 88115, 30.3 mm SL; E, Inu sp. 1, 

KPM-NI 88118, 31.7 mm SL; F, Luciogobius martellii, KPM-NI 89169, 47.2 mm SL; G, L. grandis, KPM-NI 

89156, 67.0 mm SL; H, Luciogobius sp. 5, KPM-NI 89862, 69.5 mm SL; I, Luciogobius sp. 6, KPM-NI 89157, 

56.7 mm SL; J, L. platycephalus, KPM-NI 89167, 47.4 mm SL; K, L. parvulus, KPM-NI 89172, 35.3 mm SL; L, 

L. elongatus, KPM-NI 88124, 31.1 mm SL. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標本 

1 個体、KPM-NI 88112、38.3 mm SL、福島県

いわき市三崎公園、水深 0.2 m、2024 年 12 月 29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日、手網、小路川卓征採集；1個体、KPM-NI 89168、

36.2 mm SL、福島県いわき市三崎公園、水深 0.1 

m、2025 年 5 月 1 日、は具・手網、中澤翔太採 
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Fig. 2. Preserved specimen images (A, Astrabe lactisella, ZUMT 27227, 10.1 mm SL; B, Luciogobius 

parvulus, ZUMT 27661, 30.5 mm SL) and parts of specimen ledger (C, A. lactisella, ZUMT 27227; D, Inu 

koma, ZUMT 29962; E–F, L. parvulus, ZUMT 27660–27661) for the Department of Zoology, the 

University Museum, the University of Tokyo. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集；1 個体、KPM-NI 94655、38.4 mm SL、福島

県いわき市三崎公園、水深 0.1 m、2026 年 1 月

4 日、手網、斉藤洪成採集。 

 

備考 

調査標本は岩礁の潮下帯や潮間帯下部のタ

イドプール内において、直径約 30 cm の巨礫の

直下から採集された。巨礫の周辺には大礫や中

礫が約 5–10 cm の深さで堆積していた。 

本種は日本国内からのみ記録されており、宮

城県から三重県にかけての太平洋沿岸から記

録されている（明仁ら 2013）。 

これまで福島県からは Tomiyama（1936）によ

り本種が記録されていた。一方で、Akihito and 

Meguro（1988）は、この記録の根拠となった標

本が小型であるため正確な同定が困難である

とし、同地を本種およびシロクラハゼ属の分布

域に含めなかった。本研究で当該標本と判断さ

れる標本（Fig. 2A, C：ZUMT 27227、1 個体、

10.1 mm SL、福島県いわき市小名浜、1934 年 8–

9 月、阿部宗明採集）を改めて観察した結果、

明仁ら（2013）にしたがいシロクラハゼもしく

はシマシロクラハゼ A. fasciata Akihito and 

Meguro, 1988 である可能性が高いと判断された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの種の識別形質である色彩の特徴は、こ

の標本では不明瞭であった一方、シロクラハゼ

は福島県を含む太平洋沿岸を分布域とし、シマ

シロクラハゼは日本海・東シナ海沿岸および瀬

戸内海に分布すること（明仁ら 2013）、採集調

査によって同地からシロクラハゼが確認され

たことから、この標本は本種である可能性が最

も高い。本種の福島県からの記録は Tomiyama

（1936）以降長期にわたって途絶えており、調

査標本は本種の同県からのおよそ 90 年ぶりの

記録となる。このほか、常磐地域では茨城県（平

磯海岸）から標本に基づき記録されている（外

山ら 2025）。 

 

セジロハゼ属 Clariger Jordan and Snyder, 1901 

ヒゲセジロハゼ 

Clariger papillosus Ebina, 1935 

（Figs. 1B, 3B） 

 

標本 

1 個体、KPM-NI 88113、28.9 mm SL、福島県

いわき市三崎公園、水深 0.2 m、2024 年 12 月 29

日、手網、棟方航平採集。 
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Fig. 3. Habitats and live images of Clariger papillosus from Iwaki City, Fukushima Prefecture, 

Japan. A, collected sites of C. papillosus; B, live individual of C. papillosus just after collection 

(KPM-NI 88113); C, red algae (species unidentified) used as habitat; D, brown algae (Eisenia 

bicyclis) grown near habitat. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 

調査標本の背鰭軟条数は 12、体長が頭長の

3.7 倍、脊椎骨数は 14 + 19 = 33 であり、明仁ら

（2013）の示したそれぞれの値（13、4 倍以上、

14 + 18 = 32）とは異なっていたが、その他の形

質が明仁ら（2013）が示した標徴と一致してい

たため、本研究ではこれらの差異を本種の種内

変異とみなした。 

調査標本は岩礁の潮間帯下部のタイドプー

ル内において、巨礫に着生した紅藻類の葉状部

の間隙から採集された（Fig. 3A–C）。これまで

本種はカジメ Echlonia cava 等の大型褐藻類の

根元間隙に生息する（明仁ら 2013; 瀬能 2021）

ほか、牡蠣の養殖筏や、礫底のタイドプール、

砂底上にある転石の下に生息することが知ら

れていた（Ebina 1935; 瀬能 2021; 外山ら 2025）。

よって調査標本は、本種が大型褐藻類以外の海

藻を利用することを示す初めての事例となる。

ただし、調査標本の他には同様の紅藻類から本

種が得られることはなかった。一方で、調査標

本の採集地周辺の潮間帯下部や潮下帯では大

型褐藻（アラメ Eisenia bicyclis）がごく普通に観

察された（Fig. 3A, D）。また、外山ら（2025）

は、本種の茨城県ひたちなか市の生息地におい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て、生息地周辺の海岸の一部にアラメ等の大型

褐藻類による藻場が形成されていることを報

告した（fig. 1F）。以上を踏まえると、本種の常

磐地域の個体群は、明仁ら（2013）や瀬能（2021）

が記述したように、主な生息環境として大型褐

藻類の周辺を利用している一方、一時的な生息

環境としてその付近の紅藻類や転石等を利用

している可能性が考えられる。しかし、本種に

関する生態学的知見は乏しく、本種の生活史に

おける大型褐藻類や紅藻類等の重要性を検討

するためには、今後さらなる知見の蓄積が必要

である。 

本種は日本国内からのみ記録されており、こ

れまでに北海道、青森県の津軽海峡沿岸、青森

県から高知県にかけての太平洋沿岸、青森県か

ら富山県にかけての日本海沿岸から記録され

ている（明仁ら 2013; 渋川ら 2020）。常磐地域

では既に茨城県（平磯海岸）から記録されてお

り（外山ら 2025）、調査標本は本種の標本に基

づく福島県からの初記録となる。 

 

シロヒゲセジロハゼ 

Clariger sp. sensu Akihito et al. (2013) 

（Fig. 1C） 
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標本 

1 個体、KPM-NI 88114、30.7 mm SL、福島県

いわき市三崎公園、水深 0.2 m、2024 年 12 月 29

日、手網、並木 涼採集；1個体、KPM-NI 93973、

29.0 mm SL、福島県いわき市三崎公園、水深 0.1 

m、2025 年 12 月 7 日、手網、塩﨑 漣採集。 

 

備考 

調査標本は背鰭軟条数が 11–12、胸鰭条数が

21–22、また KPM-NI 93973 では臀鰭軟条数が

12、KPM-NI 88114 では脊椎骨数が 14 + 19 = 33

であり、明仁ら（2013）の示したそれぞれの値

（10、19–20、9–10、14 + 18 = 32）とは異なって

いたが、その他の形質が明仁ら（2013）が示し

た標徴と一致していたため、本研究ではこれら

の差異を本種の種内変異とみなした。 

調査標本は岩礁の潮下帯や潮間帯下部のタ

イドプール内において、直径約 30 cm の巨礫の

直下から採集された。巨礫の周辺には大礫や中

礫が約 5–10 cm の深さで堆積していた。 

本種は日本国内からのみ記録されており、青

森県の津軽海峡沿岸、青森県から宮崎県にかけ

ての太平洋沿岸、瀬戸内海沿岸、山形県、長崎

県から記録されている（明仁ら 2013; 渋川ら

2020）。常磐地域では既に茨城県（平磯海岸）か

ら記録されており（外山ら 2025）、調査標本は

本種の標本に基づく福島県からの初記録とな

る。 

 

コマハゼ属 Inu Snyder, 1909 

コマハゼ 

Inu koma Snyder, 1909 

（Fig. 1D） 

 

標本 

1 個体、KPM-NI 88115、30.3 mm SL、福島県

いわき市三崎公園、水深 0.2 m、2024 年 12 月 29

日、手網、小路川卓征採集；2個体、KPM-NI 89161、

31.6 mm SL、KPM-NI 89162、29.7 mm SL、福島

県いわき市三崎公園、水深 0.1 m、2025 年 5 月

1 日、は具・手網、高松遥大採集；1 個体、KPM-

NI 94636、25.9 mm SL、福島県いわき市三崎公

園、水深 0 m、2026 年 1 月 4 日、手網、斉藤洪

成採集; 2 個体、KPM-NI 94640、24.6–25.9 mm 

SL、福島県いわき市三崎公園、水深 0.1 m、2026

年 1 月 4 日、手網、斉藤洪成採集; 2 個体、KPM-

NI 94642、19.6–20.6 mm SL、福島県いわき市三

崎公園、水深 0–0.1 m、2026年 1 月 4 日、手網、

斉藤洪成採集。 

 

備考 

調査標本は岩礁の潮間帯中部から潮下帯に

かけて、直径約 30 cm の巨礫の直下や、約 10–

30 cm の深さで堆積した大礫および中礫の間隙

から採集された。巨礫の直下から得られた場合、

その周辺には大礫や中礫が約 5–10 cm の深さで

堆積していた。採集地点の多くは水没していた

一方、干出した地点からも少数個体が採集され

た。 

本種は日本と韓国に分布し（明仁ら 2013）、

日本国内では青森県の津軽海峡沿岸、福島県か

ら宮崎県にかけての太平洋沿岸、瀬戸内海沿岸、

石川県から長崎県にかけての日本海・東シナ海

沿岸から記録されている（明仁ら 2013; 渋川ら

2020; 是枝・本村 2022）。 

これまで福島県からは Tomiyama（1936）によ

り本種が記録されていた。渋川ら（2020）はこ

の記録の根拠となったと判断される標本（Fig. 

2D、ZUMT 29962、2 個体、福島県いわき市小名

浜、11.5–14.5 mm SL、1934年夏、阿部宗明採集）

を改めてコマハゼに同定した一方、標本の体に

鱗が見られないことを根拠として同定を再検

討する必要性を指摘した。一方で、是枝・本村

（2022）は、本種の特に小型の個体（15.5 mm SL）

ではそれより大型の個体と比べて被鱗域が狭

く不明瞭であることを報告した。また、井藤・

奥村（2020）は、近縁種のアマハゼ I. ama Snyder, 

1909 について、特に小型の個体（14.9 mm SL）

では例外的に鱗をもたないことを報告した。

ZUMT 29962 は渋川ら（2020）や是枝・本村（2022）

が観察した本種の他の標本と比べて小型であ

るため、この標本の体に鱗が見られなかったこ
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Fig. 4. Habitats and live images of species of Astrabe, 

Clariger, Inu and Luciogobius from Iwaki City, Fukushima 

Prefecture, Japan. A, gravel beach, a part of Misaki Park 

where L. grandis, Luciogobius sp. 6, L. parvulus and L. 

elongatus were collected; B, live individual of L. grandis 

just before collection; C, rocky coast, a part of Hattachi 

Coast where Inu sp. 1 was collected; D, live individual of 

Inu sp. 1 just before collection (indicated by white circle). 

とは、井藤・奥村（2020）が示したアマハゼの

例と同様に、本種の成長に伴う変異である可能

性が高い。よって本研究ではこの標本をコマハ

ゼとして扱った。本種の福島県内からの記録は

Tomiyama（1936）以降長期にわたって途絶えて

おり、調査標本は本種の同県からのおよそ 90年

ぶりの記録となる。このほか、常磐地域では茨

城県（平磯海岸）から記録されている（外山ら

2025）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロコマハゼ 

Inu sp. 1 sensu Shibukawa et al. (2020) 

（Figs. 1E, 4D） 

 

標本 

4 個体、KPM-NI 74352、26.4 mm SL、KPM-NI 

74353、32.2 mm SL、KPM-NI 74354、30.3 mm SL、

KPM-NI 74355、24.6 mm SL、福島県いわき市三

崎公園、水深 0.1 m、2023年 2 月 4 日、手網、

小路川卓征採集; 3 個体、KPM-NI 88116、21.4 

mm SL、KPM-NI 88117、23.7 mm SL、KPM-NI 

88118、31.7 mm SL、福島県いわき市三崎公園、

水深 0.2 m、2024 年 12 月 29 日、手網、小路川

卓征・棟方航平・門田高太採集；2 個体、KPM-

NI 89165、34.2 mm SL、KPM-NI 89166、34.7 mm 

SL、福島県いわき市三崎公園、水深 0.1 m、2025

年 5 月 1 日、は具・手網、中澤翔太採集；3 個

体、KPM-NI 91281、35.1 mm SL、KPM-NI 91282、

34.7 mm SL、KPM-NI 91283、35.0 mm SL、福島

県いわき市波立海岸、水深 0.1 m、2025 年 5 月

15 日、は具・手網、斉藤洪成採集；2 個体、KPM-

NI 94637、22.4–26.1 mm SL、福島県いわき市三

崎公園、水深 0.1 m、2026年 1 月 4 日、手網、

斉藤洪成採集；4 個体、KPM-NI 94641、22.5–23.5 

mm SL、福島県いわき市三崎公園、水深 0–0.1 m、

2026 年 1 月 4 日、手網、斉藤洪成採集；1 個体、

KPM-NI 94654、31.6 mm SL、福島県いわき市三

崎公園、水深 0.1 m、2026年 1 月 4 日、手網、

斉藤洪成採集。 

 

備考 

調査標本は岩礁の潮間帯中部から潮下帯に

かけて、直径約 30 cm の巨礫の直下や、約 10–

30 cm の深さで堆積した大礫や中礫の間隙から

採集された。巨礫の直下から得られた場合、そ

の周辺には大礫および中礫が約 5–10 cm の深さ

で堆積していた。採集地点の多くは水没してい

た一方、干出した地点からも少数個体が採集さ

れた。 

本種は日本国内からのみ記録されており、福

島県から宮崎県にかけての太平洋沿岸から記

録されている（渋川ら 2020; 是枝・本村 2022; 

本研究）。常磐地域では既に茨城県（平磯海岸）

から記録されていた（外山ら 2025）。調査標本

は本種の標本に基づく福島県からの初記録お

よび本種の分布の北限を更新する記録となる。 

 

ミミズハゼ属 Luciogobius Gill, 1859 

イソミミズハゼ 

Luciogobius martellii Di Caporiacco, 1948 

（Fig. 1F） 
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標本 

2 個体、KPM-NI 89169、47.2 mm SL、KPM-NI 

89170、44.9 mm SL、福島県いわき市三崎公園、

水深 0.1 m、2025 年 5 月 1日、は具・手網、中

澤翔太・大森春樹採集; 3 個体、KPM-NI 91273、

55.1 mm SL、KPM-NI 91274、40.0 mm SL、KPM-

NI 91275、41.3 mm SL、福島県いわき市波立海

岸、水深 0.1 m、2025 年 5月 15 日、は具・手網、

斉藤洪成採集；1 個体、KPM-NI 94638、28.7 mm 

SL、福島県いわき市三崎公園、水深 0.1 m、2026

年 1 月 4 日、手網、斉藤洪成採集; 3 個体、KPM-

NI 94643、26.7–37.2 mm SL、福島県いわき市三

崎公園、水深 0.3 m、2026年 1 月 4 日、手網、

斉藤洪成採集。 

 

備考 

調査標本のうち 1 標本（KPM-NI 89169）では

腹椎骨数が 17 であり、渋川ら（2019）の示した

値（16）とは異なっていたが、その他の形質が

渋川ら（2019）が示した標徴と一致していたた

め、本研究ではこれらの差異を本種の種内変異

とみなした。 

調査標本は岩礁の潮間帯上部から下部のタ

イドプール内において、約 10–30 cm の深さで

堆積した大礫や中礫の間隙から採集された。ま

た潮間帯上部では直径約 30 cm の巨礫の直下か

らも多くの個体が観察された。こうした巨礫の

周辺には大礫や中礫が約 5–10 cm の深さで堆積

していた。採集地点は全て水没していた。 

本種は日本、ロシア、韓国、中国から記録さ

れており（渋川ら 2019; Kim et al. 2023）、日本国

内では北海道、岩手県から鹿児島県にかけての

太平洋沿岸、瀬戸内海沿岸、富山県から鹿児島

県にかけての日本海・東シナ海沿岸、鹿児島湾、

屋久島から記録されている（明仁ら2013; 是枝・

本村 2021; 田代ら 2022; 金井ら 2025）。調査標

本は本種の標本に基づく福島県からの初記録

となる。 

稲葉（2004）による茨城県ひたちなか市磯崎

海岸からのミミズハゼの記録について、その根

拠として図示された個体（fig. 5）は背鰭基底長

が背鰭基底部後端から下尾骨後端までの水平

長より長いため、渋川ら（2019）にしたがい本

種に同定された。稲葉（2016）が図示した個体

も同様の理由から本種に同定された。このほか、

常磐地域では茨城県（平磯海岸）から記録され

ている（外山ら 2025）。 

 

オオミミズハゼ 

Luciogobius grandis Arai, 1970 

（Figs. 1G, 4B） 

 

標本 

3 個体、KPM-NI 89154、81.2 mm SL、KPM-NI 

89155、73.5 mm SL、KPM-NI 89156、67.0 mm SL、

福島県いわき市三崎公園、水深 0 m、2025 年 4

月 4 日、は具・手網、中澤翔太採集；2 個体、

KPM-NI 91276、63.8 mm SL、KPM-NI 91277、

48.1 mm SL、福島県いわき市波立海岸、水深 0.1 

m、2025 年 5 月 15 日、は具・手網、斉藤洪成採

集；1 個体、KPM-NI 94644、29.6 mm SL、福島

県いわき市三崎公園、水深 0.3 m、2026 年 1 月

4 日、手網、斉藤洪成採集。 

 

備考 

調査標本は岩礁や礫浜において、潮間帯上部

から中部にかけて採集された。岩礁では、規模

の様々なタイドプール内に堆積した深さ約 10–

50 cm の大礫や中礫の間隙から採集された。礫

浜では直径約 30 cm の巨礫の直下から採集され、

こうした巨礫の周辺には約 5–10 cm の深さで大

礫や中礫が堆積していた。潮間帯中部では干出

した地点から、潮間帯上部では干出した地点か

らも水没した地点からも採集された。 

本種は日本と韓国から記録されており（明仁

ら 2013）、日本国内では北海道、青森県の津軽

海峡および陸奥湾沿岸、岩手県から宮崎県にか

けての太平洋沿岸、瀬戸内海沿岸各地、青森県

から鹿児島県にかけての日本海・東シナ海沿岸

から記録されている（塩垣ら 2004; Yamada et al. 

2009; 明仁ら 2013; 田代ら 2022; 是枝ら 2023; 

金井ら 2025）。常磐地域では既に茨城県（磯崎
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海岸、平磯海岸）から記録されており（稲葉2004; 

外山ら 2025）、調査標本は本種の標本に基づく

福島県からの初記録となる。 

 

バケミミズハゼ 

Luciogobius sp. 5 sensu Shibukawa et al. (2019) 

（Fig. 1H） 

 

標本 

1 個体、KPM-NI 89862、69.5 mm SL、茨城県

ひたちなか市磯崎海岸、水深 0 m、2023 年 4 月

29 日、徒手、棟方航平採集。  

 

備考 

調査標本は礫浜の潮間帯上部において、消波

ブロック周辺に堆積した礫だまり中の、直径約

30 cm の巨礫の直下に堆積した、約 20 cm の深

さで堆積した大礫の間隙から採集された。採集

地点は干出していた。 

本種は日本国内からのみ記録されており、宮

城県から静岡県にかけての太平洋沿岸から記

録されている（渋川ら 2019; 鈴木ら 2025）。ま

た、明仁ら（2013）は本種を「福島県那珂湊」

から記録しているが、この記述は茨城県ひたち

なか市那珂湊周辺を指す誤記と判断された。明

仁ら（2013）はこの記録の根拠となった標本や

文献を示していないため、調査標本は本種の標

本に基づく常磐地域からの初記録となり、また

茨城県からの初記録となる。 

 

カマヒレミミズハゼ 

Luciogobius sp. 6 sensu Shibukawa et al. (2019) 

（Fig. 1I） 

 

標本 

4 個体、KPM-NI 88119、29.0 mm SL、KPM-NI 

88120、33.5 mm SL、KPM-NI 88121、34.7 mm SL、

KPM-NI 88122、47.5 mm SL、福島県いわき市三

崎公園、水深 0 m、2024 年 12 月 29 日、手網・

徒手、小路川卓征・棟方航平採集；2 個体、KPM-

NI 89157、56.7 mm SL、KPM-NI 89158、57.3 mm 

SL、福島県いわき市三崎公園、水深 0 m、2025

年 4 月 4 日、は具・手網、宮田大輝採集；1 個

体、KPM-NI 91280、28.1 mm SL、福島県いわき

市波立海岸、水深 0.1 m、2025 年 5 月 15 日、は

具・手網、斉藤洪成採集；1個体、KPM-NI 89863、

26.7 mm SL、茨城県ひたちなか市磯崎海岸、0 m、

2023 年 4 月 29 日、徒手、棟方航平採集。 

 

備考 

調査標本は岩礁や礫浜の潮間帯上部から採

集された。岩礁では、タイドプール内に堆積し

た約 30 cm の深さで堆積した、中礫の間隙から

採集された。礫浜では、直径約 30 cm の巨礫の

直下に約 20 cm の深さで堆積した、大礫の間隙

から採集された。干出した地点からも水没した

地点からも採集された。 

本種は日本国内からのみ記録されており、北

海道、青森県の津軽海峡沿岸、福島県から和歌

山県にかけての太平洋沿岸、瀬戸内海沿岸、新

潟県から富山県にかけての日本海沿岸から記

録されている（Yamada et al. 2009; 明仁ら 2013; 

渋川ら 2019; 木村ら 2020; 山下・菅 2021; 平嶋

2022; 本研究）。調査標本は本種の標本に基づく

福島県および茨城県からの初記録となる。 

 

ヤリミミズハゼ 

Luciogobius platycephalus Shiogaki and Dotsu, 

1976 

（Fig. 1J） 

 

標本 

1 個体、KPM-NI 89167、45.8 mm SL、福島県

いわき市三崎公園、水深 0.1 m、2025 年 5 月 1

日、は具・手網、高松遥大採集。 

 

備考 

調査標本は岩礁の潮間帯中部において、直径

約 30 cm の巨礫の直下から採集された。巨礫の

周辺には中礫が約 5–10 cmの深さで堆積してい

た。採集地点は水没していた。 

本種は日本および韓国から記録されており
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（Koreeda et al. 2023）、日本国内では北海道、青

森県の津軽海峡沿岸、福島県から鹿児島県にか

けての太平洋沿岸、瀬戸内海沿岸、青森県から

鹿児島県にかけての日本海・東シナ海沿岸、鹿

児島湾、種子島から記録されている（Koreeda et 

al. 2023; 金井ら 2025; 本研究）。常磐地域では

既に茨城県（磯崎海岸、平磯海岸）から記録さ

れており（稲葉 2004; 外山ら 2025）、調査標本

は本種の標本に基づく福島県からの初記録と

なる。 

 

ナンセンハゼ 

Luciogobius parvulus (Snyder, 1909) 

（Fig. 1K） 

 

標本 

3 個体、KPM-NI 89171、34.1 mm SL、KPM-NI 

89172、35.3 mm SL、KPM-NI 89173、33.6 mm SL、

福島県いわき市三崎公園、水深 0–0.1 m、2025

年 5 月 1 日、は具・手網、大森春樹採集。 

 

備考 

調査標本は岩礁の潮間帯中部や礫浜の潮間

帯下部から採集された。岩礁では約 10 cm の深

さで堆積した中礫の間隙から採集された。礫浜

では、約 50 cm の深さで堆積した中礫の間隙か

ら採集された。岩礁では水没した地点から、礫

浜では干出した地点から採集された。 

本種は日本および韓国から記録されており

（渋川ら 2019; Kim et al. 2021）、日本国内では

北海道、青森県の津軽海峡および陸奥湾沿岸、

宮城県から宮崎県にかけての太平洋沿岸、瀬戸

内海沿岸、青森県から鹿児島県にかけての日本

海・東シナ海沿岸、奄美大島、沖縄島から記録

されている（塩垣ら 2004; Yamada et al. 2009; 明

仁ら 2013; 山﨑ら 2021; 田代ら 2022; 金井ら

2025）。 

塩垣・道津（1971）は本種の分布域に福島県

いわき市小名浜を加えたが、その出典である

Tomiyama（1936）は本種を福井県（文献中では

“Konahama, Hukui-ken”と表記）から記録して

おり、福島県とは記述していない。本研究で行

った標本調査によって Tomiyama（1936）の記録

の根拠と判断される標本（Fig. 2B, E–F、ZUMT 

27760、1 個体、33.5 mm SL、ZUMT 27761、1 個

体、30.5 mm SL、1934 年夏、阿部宗明採集）が

いずれも福島県いわき市小名浜産であること

確認され、Tomiyama（1936）の記述が誤記であ

ることが確かめられた。また、明仁ら（2013）

は本種の分布域として福島県小名浜を挙げた

が、この記述の出典は同様に Tomiyama（1936）

である（藍澤正宏氏私信）。よって本種の福島県

からの記録は Tomiyama（1936）以降長期にわた

って途絶えており、調査標本は本種の同県から

のおよそ 90 年ぶりの記録となる。このほか、常

磐地域では茨城県（平磯海岸）から記録されて

いる（外山ら 2025）。 

 

ナガミミズハゼ 

Luciogobius elongatus Regan, 1905 

（Fig. 1L） 

 

標本 

2 個体、KPM-NI 88123、20.0 mm SL、KPM-NI 

88124、31.1 mm SL、福島県いわき市三崎公園、

水深 0 m、2024 年 12 月 29日、手網・徒手、小

路川卓征採集；2 個体、KPM-NI 89159、36.1 mm 

SL、KPM-NI 89160、36.8 mm SL、福島県いわき

市三崎公園、水深 0 m、2025 年 4 月 4 日、は具・

手網、中澤翔太採集；2 個体、KPM-NI 89163、

34.4 mm SL、KPM-NI 89164、30.2 mm SL、福島

県いわき市三崎公園、水深 0 m、2025 年 5 月 1

日、は具・手網、中澤翔太採集；2 個体、KPM-

NI 91278、29.5 mm SL、KPM-NI 91279、29.8 mm 

SL、福島県いわき市波立海岸、水深 0.1 m、2025

年 5 月 15 日、は具・手網、斉藤洪成採集；1 個

体、KPM-NI 94639、33.3 mm SL、福島県いわき

市三崎公園、水深 0.1 m、2026 年 1 月 4 日、手

網、斉藤洪成採集。 

 

備考 

調査標本は岩礁や礫浜の潮間帯上部から中
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部にかけて、また岩礁の潮間帯下部から採集さ

れた。岩礁では約 20–50 cm の深さで堆積した

中礫の間隙から採集された。礫浜では、直径約

30 cm の巨礫の直下に堆積した、深さ約 20 cm

の中礫の間隙から採集された。干出した地点か

らも水没した地点からも採集された。岩礁の潮

間帯下部における本種の出現は例外的であり、

冬季の調査において 1個体が単独で確認された。 

本種は日本および韓国から記録されており

（渋川ら 2019）、日本国内では北海道、青森県

の津軽海峡および陸奥湾沿岸、青森県から宮崎

県にかけての太平洋沿岸、瀬戸内海沿岸、京都

府から鹿児島県にかけての日本海・東シナ海沿

岸、鹿児島湾、大隅諸島（種子島、屋久島、口

永良部島）から記録されている（塩垣ら 2004; 

明仁ら 2013; Matsui et al. 2014; 是枝ら 2020; 田

代ら 2022; 是枝ら 2023; Motomura 2023; 阿部ら

2024; 金井ら 2025; 永井・尾山 2026）。常磐地域

では既に茨城県（平磯海岸）から記録されてお

り（外山ら 2025）、調査標本は本種の標本に基

づく福島県からの初記録となる。 

 

常磐地域沿岸からのミミズハゼの記録につい

て 

本研究では、常磐地域沿岸から記録のあるミ

ミズハゼ属群魚類のうち、ミミズハゼの標本を

得ることができなかった。なお、本種の同地域

沿岸からの記録としては舟橋（1998）による目

録上の記録および稲葉（2004, 2016）による写真

に基づく記録が知られているが、このうち稲葉

（2004, 2016）の記録は本研究によってイソミ

ミズハゼに同定された。また、目録上の記録（舟

橋 1998）の記録はその根拠となった資料が示さ

れていないこと、これらの文献中で列挙された

茨城県沿岸に産する魚類のうち、ミミズハゼ属

魚類は本種のみが挙げられていることを踏ま

えると、この記録は本種と同属他種を混同して

いる可能性が高いと判断された。以上のことか

ら、本研究では本種はこれまで同地域沿岸から

は得られていないものとみなした。ただし、本

種は常磐地域の感潮河川の汽水等に広く見ら

れ（例えば金子ら 2021, 2022, 2023）、また他の

地域では沿岸と河川内の双方に生息すること

が知られている（例えば渋川ら 2019）。今後の

調査によって本種が同地域の沿岸から改めて

記録される可能性があり、追加の検討を要する。 

 

考察 

常磐地域の沿岸におけるミミズハゼ属群の種

多様性 

本研究で行った採集調査および文献調査の

結果、常磐地域の沿岸には 12 種（シロクラハ

ゼ、ヒゲセジロハゼ、シロヒゲセジロハゼ、コ

マハゼ、クロコマハゼ、イソミミズハゼ、オオ

ミミズハゼ、バケミミズハゼ、カマヒレミミズ

ハゼ、ヤリミミズハゼ、ナンセンハゼ、ナガミ

ミズハゼ）のミミズハゼ属群が分布することが

確認された。このうちバケミミズハゼは茨城県

からのみ、それ以外の 11 種が茨城県と福島県

に共通して確認された。各地点で確認された種

数を比較すると、いわき市三崎公園（11 種）や

ひたちなか市平磯海岸（10 種）で多く、いわき

市波立海岸（5 種）やひたちなか市磯崎海岸（5

種）で少ない傾向にあった。また、各地点で確

認された種の構成を比較すると、波立海岸や平

磯海岸に出現する種は全て三崎公園からも確

認された一方、磯崎海岸はバケミミズハゼが確

認された点で他の海岸とは異なっていた。この

種が磯崎海岸から限定的に記録された要因は

不明であり、またこれまでの調査では 1 標本の

みが記録されていることから、その生息の実態

について追加の検討を要する。 

同地域の沿岸における本属群の種多様性に

影響を与えた環境要因について、外山ら（2025）

は平磯海岸の魚類相を明らかにするとともに、

同地の魚類の種多様性に影響を与えた要因と

して、岩礁の周辺に異なる底質によって多様な

環境が形成されていることを挙げた。一方で、

外山ら（2025）は、同地に生息する本属群 6 種

（ヒゲセジロハゼ、シロヒゲセジロハゼ、コマ

ハゼ、クロコマハゼ、ナンセンハゼ、ナガミミ

ズハゼ）の生息環境を記述し、同地における本 
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Table 3. Differences in the habitats of Astrabe, Clariger, Inu and Luciogobius were observed in this study. Gray shading 

indicates the height around the intertidal zone which each species inhabits, as well as whether the habitats are 

submerged or exposed. The letters connected by semicolons in the shading represent the environments and the type of 

deposits or sediments primarily utilized, respectively. The abbreviations are as follows: R: Rocky reef, G: Gravel beach; 

B: Boulder (> 256 mm)*, C: Cobble and pebble (4–256 mm)*, S: Seaweed. 

*The definition of boulder, cobble and pebble follow Japanese Geomorphological Union (2017); **the middle-tide 

line was defined as the midpoint between the high and low-tide lines. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

属群の種多様性が、堆積物の粒径、汀線に対す

る鉛直方向の高さ、乾燥などの要因の影響を受

けていることを示唆した。よって、常磐地域に

おける本属群の種多様性が影響を受ける環境

要因は、底質の種類に限らず、より多様である

可能性が考えられた。 

本研究の調査結果からも同様に、各種の生息

環境に傾向的な差異があることが確認された

（Table 3）。各種の生息環境について、汀線に対

する鉛直方向の高さおよび干出の有無に着目

すると、シロクラハゼ属やセジロハゼ属は潮下

帯や潮間帯下部のタイドプールといった、常に

水没した環境に生息する傾向が確認された一

方、ミミズハゼ属は潮間帯中部や上部に生息す

る傾向が確認され、一部の種は干出した環境か

ら確認された。コマハゼ属は両者の中間的な性

質を持つ傾向が確認された。同様に、各種が観

察された海岸の地形に着目すると、岩礁では 4

属すべてが観察された一方、礫浜ではミミズハ

ゼ属のみが観察された。同様に、各種が利用す

る堆積物の粒径に着目すると、4 属はいずれも

巨礫の直下の空間を生息環境として利用する

様子が観察された一方、ミミズハゼ属の一部の

種（バケミミズハゼ、カマヒレミミズハゼ、ナ

ンセンハゼ、ナガミミズハゼ）は大礫や中礫の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間隙からのみ観察された。以上を踏まえると、

同地域の沿岸における本属群の種多様性には、

岩礁および礫浜において、粒径の異なる堆積物

が、汀線に対する鉛直方向の高さや乾燥頻度が

異なる状態で存在することが影響していると

考えられる。 

一方で、Yamada et al.（2009）や渋川ら（2019, 

2020）は、海岸に対する波あたりの強弱や、河

川等の淡水の影響もまた本属群の種多様性に

影響を及ぼすことを指摘した。前者について、

採集調査を行った各地点はいずれも強い波蝕

の影響を受けていることが共通しており、波あ

たりの強弱が各種の生息に及ぼした影響は観

察されなかった。また後者について、各地点に

は淡水の流入部が局所的に見られた一方、その

周辺における出現種の明瞭な変化は確認でき

なかった。これらの環境要因が本属群の種多様

性に及ぼす影響については、今後の地域間レベ

ルでの種多様性の比較によって明らかになる

ことが期待される。 

本研究で行った各種の生息環境の比較（Table 

3）は在・不在データに基づくものであり、例外

的な出現を過大評価していることに注意が必

要である。例えば、ナガミミズハゼは岩礁の潮

間帯下部では 1 個体のみが観察された一方、岩
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礁や礫浜の潮間帯上部では多数の個体が観察

された。よって常磐地域における本種の主要な

生息環境は潮間帯上部である可能性が高い一

方、底質の撹乱のような、本研究で検証できて

いない要因が本種の出現状況に一時的に影響

した可能性もまた考えられる。この例のように、

同地域における各種の生息環境の特性を詳細

に明らかにするためには個体数や環境特性の

定量調査が必要であり、今後の研究の発展が望

まれる。 
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